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た。2026年4月から本格的に始動する予定であり、院内完

結型の周術期等口腔機能管理を行い、退院後は地域かか

りつけ歯科医院へのスムーズな橋渡しを担っていきたい。 

外来初診患者数はここ数年間概ね横ばいであるが、チェ

アユニットが3台になったことから今後は増加が期待できる。

ただ、近隣より紹介された外来患者の診察や外来小手術

については従来通り2台のチェアで対応するため、今後も

予約が取りづらい状況は続くと思われる。各医師がより効率

的な診療を心がけていく必要がある。 

入院患者数については増加傾向にある。複数本の同時

抜歯など小手術症例を積極的に入院下に対応し、短期入

院により病床稼働を効率的に運用できるよう考慮している。 

人員体制や診療スペースは限られており、引き続き効率

性や安全性に配慮した外来診療ならびに入院治療を心が

けていきたい。 

学会研修施設として口腔外科学会については准研修施

設から研修施設に昇格した。口腔科学会は新規に研修施

設に認定された。今後は口腔がんを治療できる医師を育成

すべく、口腔腫瘍学会の研修施設認定にも動きたい。 

＜＜実実績績＞＞  
外来・入院患者数、延べ人数の推移                  (人) 

年度 初診 
外来 入院 

延べ人数 1日平均 入院数 延べ人数 1日平均 

2021 1,588 9,223 38.1 136 1,974 5.4 

2022 1,682 8,457 34.8 138 1,111 3.0 

2023 1,786 8,293 34.1 150 1,131 3.1 

2024 1,829 7,853 32.3 212 1,403 3.8 

2025 1,843 7,865 32.5 251 1,312 3.6 

 
 
 
 
 
 
周術期等口腔機能管理の患者数の推移 

年度 患者数（人） 延べ件数（件） 
口腔ケアのみの 

延べ件数（件） 
（周術期非適用症例） 

2021年度 23 37  

2022年度 168 430  

2023年度 246 636  

2024年度 253 616  

2025年度 315 728 176 
（空欄は集計なし）

手術件数（入院） 

手術名（入院） 
手術件数    （件） 

2025年 2024年 2023年 

歯・歯槽外科手術（埋伏歯、歯根端切除） 88 61 61 

顎堤形成術、骨隆起形成術 9 3 1 

インプラント関連手術 

（植立、摘出、上顎洞底挙上術など） 
10 4 0 

消炎手術（膿瘍切開、顎腐骨除去など） 17 10 9 

良性腫瘍・嚢胞摘出術（軟組織、顎骨） 64 41 22 

唾液腺手術、唾石摘出術 7 5 3 

上顎洞手術（下鼻道対孔形成術など） 2 2 2 

顎顔面骨折（上顎、下顎骨骨折など） 24 20 11 

抜釘術 9 13 12 

顎変形症手術（骨切り術） 2 3 6 

顎関節手術（習慣性脱臼など） 1 1 0 

悪性腫瘍 

手術（舌、頬粘膜など） 23 16 9 

頸部郭清術 7 7 2 

動注化学療法（ポート留置） 0 5 3 

再建手術（遊離皮弁など） 5 9 2 

口唇形成、口蓋形成、顎裂部骨移植 1 1 5 

合計 269 196 169 

日本口腔外科学会の方法に準じて1/1〜12/31の期間で集計（重複例あり） 
 

手術件数（外来） 

手術名（外来） 
手術件数    （件） 

2025年度 2024年度 2023年度 

埋伏歯抜歯 1,048 1,358 1,190 

単純抜歯 458 695 247 

外傷（硬・軟組織） 16 16 11 

良性腫瘍切除 56 68 47 

消炎処置 29 16 17 

生検 59 84 88 

瘻孔閉鎖 5 3 1 

歯根端切除術 23 38 8 

唾石・ガマ腫・粘液嚢胞 3 1 1 

歯の移植 11 9 8 

インプラント留置 0 0 0 

小帯形成術 4 4 4 

歯槽堤形成術・骨隆起切除 6 9 11 

埋伏歯開窓 7 5 7 

その他 48 70 9 

合計 1,773 2,376 1,649 

年度別に集計（重複例あり） 
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診診療療局局：：麻麻酔酔科科  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

主任部長 神移 佳 

部 長 小林 俊司 

部 長 米本 紀子 

医 長 久保 直子 

医 長 水田 大介 

副医長 林 文昭 

副医長 熊野 景太 

副医長 西村 俊輝 

副医長 林 大貴 

副医長 小野 洋平 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

2025年度の年間総麻酔管理件数（無痛分娩を含む）は

2,979件であった。当麻酔科では、原則として依頼のあった

手術麻酔は予定・緊急を問わずすべて受け入れている。ま

た手術室外においても、血管造影室で施行される脳神経

外科の脳動脈瘤コイル塞栓術や、口腔外科の動注管設置

術などに対する麻酔管理を担っている。 

当科では「麻酔科術前スクリーニング」システムを導入し、

手術予定日の1週間以上前から重症症例の評価を行って

いる。当院では高難度・高侵襲手術が多く、前日の術前診

察のみでは十分な対応が困難な症例も少なくない。糖尿病

患者の血糖コントロールや心機能低下症例の精査などに

ついては、各専門診療科と連携し、周術期の問題点を事前

に抽出・介入することで、安全かつ良好な術後経過に寄与

している。 

教育面では、毎週の論文抄読会および問題症例検討会

を通じて最新の医学知識の習得と臨床能力の向上を図っ

ている。また、後期研修医を中心に臨床研究を積極的に推

進し、日本麻酔科学会をはじめとする主要学会での発表を

継続的に行っている。当院は日本麻酔科学会専門医制度

の基幹施設として研修プログラムを運営しており、専門医機

構からも認定を受けている。今後も質の高い研修環境を維

持し、基幹施設としての役割を果たしていく。 

【ペインクリニック】 

ペインクリニックでは、麻酔科の疼痛管理技術を基盤に、

難治性疼痛および慢性痛の治療を行っている。対象疾患

は、脳卒中後疼痛、遷延性術後痛、複合性局所疼痛症候

群（CRPS）、三叉神経痛、四肢血行障害性疼痛（レイノー

症候群、ASOなど）、がん性疼痛など多岐にわたる。日本ペ

インクリニック学会専門医3名を中心に外来診療を行い、エ

コーガイド下または透視下神経ブロック、持続脊髄鎮痛法、

脊髄刺激療法などの高度な治療を提供している。非がん 

性慢性痛に対しては、リハビリテーション科や精神科・心療

内科と連携し、患者のQOL向上を目指した包括的治療を

実践している。2016年より日本ペインクリニック学会指定研

修施設として認定されている。 

【無痛分娩】 

2024年より無痛分娩を開始した。現在は計画分娩を中

心に対応しているが、社会的ニーズの高まりを背景に症例

数は増加傾向にあり、今後さらなる体制整備を進めていく

予定である。 

＜＜実実績績＞＞  

患者数（外来及び入院、延べ人数の推移）               (人) 

年度 
外来 入院 

延べ患者数 1日平均 延べ患者数 1日平均 

2021年度 2,219 9.2 16 0.0 

2022年度 2,593 10.7 24 0.1 

2023年度 3,052 12.6 88 0.2 

2024年度 3,157 13.0 28 0.1 

2025年度 3,043 12.6 9 0.0 
 

 

 

  

  

  
入院患者の疾患名と人数（主病名件数 上位） 

（期間2025/4/1-2026/3/31退院） 
主病名（ICD10コード名） ICD10 件数 

その他の慢性疼痛 R522 2 

脊柱管狭窄（症），腰部 M4806 1 

下背部痛，腰部 M5456 1 
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＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

2025年度は新たな麻酔科医を迎え、当院麻酔科に求

められる水準の麻酔の質を安定して維持することがで

きた。これらのスタッフの力を背景に、従来の水準を上

回る手術麻酔件数と質のさらなる向上を目指していく。 

2023年12月よりロボット支援手術が導入され、手術

件数は着実に増加している。加えて、2024年度にはハイ

ブリッド手術室が1室増設され、手術体制の拡充が図ら

れた。社会および病院から強く求められている手術件

数の増加に対し、今後も最大限応えていく方針である。 

また、近年需要が高まっている無痛分娩についても、

産婦人科と連携しながら体制を整備し、症例数の増加

を推進していく。 

2025年度以降は、基盤である手術麻酔の質と量を高

いレベルで維持・発展させるとともに、病院の運営方針

に沿い、より広範な領域において麻酔科としての責務

を果たしていく所存である。 

 

 

診診療療局局：：リリハハビビリリテテーーシショョンン科科 

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

部長 
兼リハビリテーションセンター長 

小野 秀文 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

詳細については「共同運営部門：リハビリテーション

センター」をご覧ください。 
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